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「三郷市かわまちづくり協議会」について

三郷市 企画調整課



三郷市のこれまでの取組みと現状について①

国・県 三郷市

平成20年度
【国交省】三郷緊急用船着場の整備

（江戸川５か所目）

平成22年度
◎検討業務：緊急用船着場等の活用
（舟運、河川敷のにぎわい創出）

平成23年度 ［５月］みさと船着場フェスティバル（第１回）

平成24年度 【国交省】堤防天端の拡幅工事 ★みさとの風ひろば（ベンチ・パーゴラ）整備

平成25年度 ★みさとの風ひろば（トイレ）整備

令和元年度
【内閣府】地方創生推進交付金支援
【国交省】かわまちづくり支援（検討支援）

◎検討業務：都市型ヘルスツーリズム構築
（健康×観光…健康寿命の延伸、関係人口の創出）
※ウォーキング・サイクリング・スポーツ、食、農 など

令和２年度

令和３年度 ［１月］かわまちづくり準備会を開催

令和４年度
【埼玉県】ふるさと創造資金支援

（県重点施策連動）
［７月］かわまちづくり協議会を組織
［10月］みさと船着場フェスティバル ＋ 実証実験

令和６年度 【国交省】かわまちづくり計画の認定 ［４月］かわまちづくり計画の申請

新型感染症継続支援

地方創生
少子高齢化・人口減少／健康寿命

グリーンインフラ
脱炭素・吸収源／災害緩衝

ポスト・コロナ
密の回避／運動機会の創出

国土強靭化
災害に対する柔軟性（予防・対応）



三郷市のこれまでの取組みと現状について②

■みさとの風広場（H26.4）

三郷出張所だより 2009年4月30日号
（https://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa00007.html）

■三郷緊急用船着場の整備（H21.3）

江戸川サイクリングロードの休憩施設として認知されてきた。

三郷駅

三郷緊急用船着場

みさとの風広場

「江戸川交流拠点」周辺図
三郷駅周辺は市の主要拠点のひとつ

・ＪＲ三郷駅（武蔵野線）

・流山橋（県境）

・江戸川サイクリングロード

・緊急用船着場（→舟運？）
※他の河川で平時利用の事例あり

の交通集積エリアとも考えられ、
河川敷スペースの活用による活性化
の地域要望も強く、長年に渡り検討
を続けてきた。

河川敷と「まち側」との関係として
は、堤防が高く傾斜が急であったり、
県道の交通量が多く信号がないなど、
「行き来のしやすさ」に課題もある。

https://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa00007.html


三郷市のこれまでの取組みと現状について③

■みさと船着場フェスティバル（H23.5～） ※コロナ禍のため R2・R3 は2年連続中止

ジェットボート乗船体験 Ｋａｗａ‘ｓ Ｃａｆｅ（グルメ）会場の様子

船着場を活用した舟運については『下流部における事業者撤退の経緯や現状…期待することは極めて困難』との結論（H22・市の調査報告）
→ 当面は《舟運イベント》《高水敷イベント》《サイクリング通過客を立寄客に変えること》により人を呼び、河川敷スペースの魅力に

対する認知を広げることとし、継続してきた。



三郷市のこれまでの取組みと現状について④

令和元年度（2019） 令和２年度（2020） 令和３年度（2021）

都市型ヘルスツーリズムの構築による地域の活性化検討（内閣府・地方創生臨時交付金事業）

○ モニターツアーによる課題抽出
○ プログラム拠点整備の構想
○ 事業の採算ベースの検証
○ 健康都市ＰＲイベント、広報

○ ツアー商品の試行販売開始
○ プログラム拠点整備の具体化
○ 運営主体の体制構築支援
○ 健康都市ＰＲイベント、広報

三郷市の《水と緑の環境》を活かして、市民がさらに健康的な活動を行いやすくするとともに、より多くの来訪者・消費を生みだすべく、
以下のスケジュール想定で検討をスタートした。

○ ニーズ調査
○ 三郷市の資源の再発掘
○ ツアープログラムの構築
○ ブランディング資材（香り）の検討

WEBアンケート、対面ヒアリング、検討会議等から発案されたプログラム案
河川管理者（国交省）との連携を図るため、
「かわまちづくり」支援制度を念頭

［R1］

[R2]

概ね計画どおりに進捗

・ ツアー商品の構築については「見送り」
・ 今後も、運動や健康への関心の高まりが見込まれ、

屋外レジャーなどへの注目度が増している
・ 河川空間や公園などの活用、市内移動の快適性の

向上による消費喚起、にぎわいづくり

新型コロナウイルスの感染拡大
↓

・ モニターツアー等（人を集めること）が一切停止
・ 旅行需要の減退
・ 地域課題の優先順位の変化



三郷市のこれまでの取組みと現状について⑤

（https://www.h-mitsubayashi.com/report/2020-10-20/）

左から、
菊名市議会議長(当時)、木津市長、三ツ林副大臣(当時) 、美田県議、逢澤県議

令和２(2020)年10月、内閣府地方創生担当副大臣が、
三郷市の江戸川河川敷（船着場・風ひろば）を視察

都市型ヘルスツーリズム検討の成果 ■オリジナルアロマ（火・風・水・大地）

「香り」で健康都市・三郷を印象付けるため
高校生がブレンドしたオリジナル精油を作成
市内の公共施設でテスト散布した。

■みさと観光農園・即売所ガイド

シェサイクルで移動し
ながら、市内観光農園
で採取した野菜や果物
をつかった「自分好み
のサンドイッチ」をつ
くるプログラムが検討
された。

（https://www.city.misato.
lg.jp/2121.htm）

■観光マップ（まっぷる特別編集版 三郷）

（https://www.city.misato
.lg.jp/10764.htm）

「健康」イメージを
コンセプトとして、
散策やサイクリング
中心のコース設定や
スポーツ施設の紹介
などを前面に押し出
したマップを制作。
検討内で再発掘され
た資源を再編集する
とともに、コロナ禍
の影響を受ける飲食
店や観光施設の事業
者支援も狙った。

■自転車観光ルート
の点検

２名の大学生モニター
に実際に市内を自転車
で走ってもらい、危険
個所や、景色がきれい
な場所などをマップに
書き込んでもらった。

https://www.h-mitsubayashi.com/report/2020-10-20/
https://www.city.misato.lg.jp/2121.htm
https://www.city.misato.lg.jp/10764.htm


「三郷市かわまちづくり協議会」について①

河川空間とまちの空間が融合した魅力ある地域を創出する取組を実現するため、地域の資源である河川の活用について、
今後の方向性及び具体的な手法についての検討を行う。

かわまちづくり協議会の目的

当面の活動内容

三郷駅周辺

江戸川

河川敷の利用

アイディア出し

実証実験

にぎわい創出のための
方針の検討

運営・維持管理の
仕組みの検討

利用調整の検討

将来的な活動内容 ※新たな委員の選任、部会の設置が可能

自転車活用促進

スポーツ環境の整備

自然体験・環境学習

防災・治水

テーマ

早稲田地区北部

三郷中央地区

みさと公園エリア

市外
葛西・水元公園
流山・松戸
吉川・松伏

エリア 対象の河川等

三郷放水路・中川

大場川・第二大場川

二郷半領用水路

その他の
水関係施設

陸上競技場
スカイパーク

など

舟運

徐々に、
範囲を広げ
深掘りしながら

道路や交通など
都市環境も含め

川に囲まれた環境
を活かした
まちづくりを検討
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「三郷市かわまちづくり協議会」について②

想定スケジュール

船着場
ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

(10/1)

審査・登録本省説明

かわまちづくり計画策定支援ソフト施策

河川敷活性化方針の検討

①
(7/28)

②
(9月)

③
(12月)

協議会

実証実験

河川敷活性化方針の検討

④
(2月)

登録申請かわまちづくり計画書の作成

（骨子づくり） （修正）

まちづくりと一体となった河川管理施設の整備ハード施策

・ まち側（市道、公園など）の整備
・ 河川利用施設（公共的部分）の整備

河川空間での営業活動（事業主体に出店料等の支払）

河川空間のオープン化（営業活動の許可）に向けた指定の支援ソフト施策

河川敷活性化方針の検討

河川敷活性化方針の検討

利用調整会議の設置検討

※必要に応じて、かわまちづくり計画の変更申請

事業主体

認定
占用申請 → 運営・維持管理

河川利用施設（市が整備する以外）の整備、その他設備投資

河川利用施設（市が整備する以外）の整備、その他設備投資

役割・負担
の分担


